
現状把握　グループ協議結果〔Aグループ〕

福祉【強み】　

№ 項目 数 付箋の記載事項

・河内総合福祉センターまでのバスが巡回。（温泉入浴が可）

・地区内に河内総合福祉センターがある。福祉の拠点として，もっと利用し
よう。

・介護施設等では軒先まで送迎してもらえるので，とても便利に思います。

・老人福祉の施策がたくさんある。（独居高齢者等）

・障がいのある方が前向きである。（社会参加）

・介護予防のための自主グループがある。

・地域で見守りする福祉協力員が１６５名いる。

・老人単独世帯が少ない。２世代・３世代で住んでいる人が多い。

・老人会の活動が活発。（大いちょう河内など）

福祉【弱み】
№ 項目 数 付箋の記載事項

1 地域の希薄化 1 ・地域の〝共助〞〝相互扶助〞の機能が希薄化。

2
施設入所待ちの
高齢者が多い

1
・高齢者がたくさんいるので，施設の待ち時間が多くて，なかなか受け入
れてもらえないこと。

・障がい者の授産所はあるが，働く場所が少ない。

・母子福祉に関する施策が少ない。（と思える）

・介護予防の意識が低い。

・高齢化率のアップ。（一人暮らしの増加）

・高齢者の１人世帯・２人世帯が多い。

・閉じこもりから寝たきり，認知症などになる懸念。

・家族の中で孤立。（話し相手のない人も多い）

5人が元気だ！2

3

4

3
障がい・母子・介護
の対策不足

4福祉施設の充実1

4
高齢化に対する
対策が弱い

参考資料  
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現状把握　グループ協議結果【Ａグループ】

健康【強み】
№ 項目 数 付箋の記載事項

・年間を通して健康づくり活動を行なっている。

・高齢者の学習の場がたくさんある。

・運動意識が高い。（高齢者運動会，地区体育祭，など）

・各自治会が一同に集まる体育祭がある。

・スポーツが盛んである。

・グランドゴルフなど盛ん。

・総合運動公園が近くにある。

・ドリームプールかわちがある。

・ウォーキングに適した所が多い。（桜の名所・史跡・田園）

・男性の料理教室などの実施。

・若年層から高齢者まで，料理教室等に参加できる。

・ママパパ学級，離乳食教室などの実施。（妊娠期・乳児期からの食への
関心）

・健康づくりを行なう施設が充実・低料金。（体育館・運動場・プールなど）

・若年から高齢者まで近隣でスポーツに参加できる。

・ハートフル運動会が実施されている。

・幼児から高齢者・障がい者が参加できる運動会がある。（かわちハートフ
ル運動会）

・病院（医院）がたくさんある。

・集団での特定診査・がん検診の受診の機会が多い。（年３５回）

・検診の機会が十分に用意されている。

・地区住民の検診・受診に対する意識が高い。

・病気になる人が少なくなっていると思います。一人一人が健康に気をつ
けているからですね。

・医療機関が多い。（内・小・皮・整・歯・総合）→かかりつけ医を作りやす
い。

・病院・医院が近隣に多くある。（岡本地区）

・町の検診があるので，受ける人が多いと思う。

・河内自治センター・河内保健センターに健康情報を提供するパネルの展
示（定期的に）がある。

・まちづくりの情報誌「かわち」に健康レシピや健康体操などが掲載されて
いる。

情報が多い 2

健康への意識が
高い

3

2 病院が多い

161

8

2



健康【弱み】
№ 項目 数 付箋の記載事項

・健康維持の意識が低い。（食事（塩分）の注意，糖尿病の注意）

・塩分の取り過ぎ（１１ｇ）→子供のうちから薄味へ。

・スポーツの町と言われていましたが，だんだん遠のいていっているような
気がします。スポーツは健康にもつながります。

・もっと身近に気軽に地産食材が入手できると良い。

・親子で参加できる料理教室が少ない。

・若年層に検診を受けない方が多い。

・検診の受診率が低いのではないか。

・受ける人が多くて検診の希望日が決められない時が多い。検診日の日
数が少ない。

・健康づくりの自主サークルが少ない・

・健康づくりの普及啓発の機会が限られている。

・健康づくりのためのウォーキングマップが無い。

1

健康づくりのサー
クルが少ない

食育に関する意識
がない

5

2 検診率の低下 3

33

3



現状把握　グループ協議結果〔Ａグループ〕

安全・安心【強み】　
№ 項目 数 付箋の記載事項

・青パトがパトロールを常時している。

・防犯パトロール等が実施されており，防犯の意識は高いと思う。

・ワンワンパトロールが結成されている。

・犯罪が少ない地区である。

・各自治会に交通安全・防犯・防災に関した委員さんがいる。

・横断歩道の整備が良い。

・立哨によって，小学校の登下校時の安全が確保されている。

地域の消防団が結成されている。

・色々な訓練を行なっている。（防災訓練とか）学校単位で，皆さん真剣に
取り組み，参加しています。

・大がかりな防災訓練が実施されている。

・救急車の出動が速い。

3 良い環境 1 ・農村地域なので，空気が良い。のどかである。

安全・安心【弱み】
№ 項目 数 付箋の記載事項

・公共施設への交通の便が悪い。

・車が無いと動けない。車に乗れなくなった時が心配。

・高齢化により，足の便の確保が必要。

・地域によって，外出が不便な高齢者がいる。（グリーンタウンなど）

・今，２人で生活しているが，１人になった時に心配。

・家の回りに病院や買物をする場所がない。

・診療科が無いものがある。（眼・耳・産⇒車がないと・・・）

・昼間，留守の家が多く，防犯上の不安がある。

・空家が多い。

・向こう三軒両隣の意識の低下。

・防火グッズ（消火器，火災報知機など）の普及が少ない。

・独居老人とか体の不自由な人達（災害の時等）をもっと把握する必要が
あると思う。実際に訓練が役に立つかどうか不安である。

・防災に関する施設が無い。

・交通事故が多い。

・横断歩道以外の道路の横断が多い。

・自転車のルールが守られていない。

・農道が通学路なので，出勤と重なるので，子供達が心配。（歩道無し）

4
交通ルールの
意識の低下

1 7交通が不便

2 周囲に無関心

3 防災意識の低下 3

4

2

3

1 12防犯意識の向上

防災意識が高い 4

4



現状把握　グループ協議結果〔Ｂグループ〕

福祉【強み】　
№ 項目 数 付箋の記載事項

・医療機関（歯科・内科等の開業医）が多いので安心。

・充実した病院が近くにある。（済生会，国立病院）

・病院が多い。

2
福祉ボランティア
の活動

1 ・余暇の増加による福祉ボランティアの活動。

・高齢者（７０歳以上）が住みやすい環境ではないか。（地域・安全）

・駅舎，東西自由通路等，新設施設のエレベーターも。

・高齢者（希望者６５歳以上）の包括支援センター主催グループの支援が
ある。

・介護保険料が全国最下位。

4
老人福祉施設があ
る

1 ・有料の老人福祉施設がある。（人口対老人比）

5 家族の介護が多い 1
・民生委員・福祉協力員・自治会長による高齢者・一人暮らしへの見守り
活動。

福祉【弱み】
№ 項目 数 付箋の記載事項

・隣近所の交流が薄れてきている。（自治会加入率の推進）

・少子高齢化による地域のつながりの希薄化。

・高齢化が進み，農村部でも核家族化が進んでいる。

・地域のコミュニティーの低下による活動不足。

2
公立保育所の不
足

1 ・保育所が減った。

・自治会加入者への支え合い，助け合いの絆，

・自治会未加入者の支え合い，助け合いの欠如。

・高齢者福祉制度が縦割りのため，連携が必要。（地域包括支援セン
ター・民生委員・福祉協力員・社協・市福祉課）

・高齢者の移動手段がない。

・高齢者の独居老人の一元管理ができていない。行政側がバラバラ。
（県・市・社協の連携）

・特養老人ホーム等の施設の不足。

・障がい者に対する福祉全般が充実している不明。

1
地域のつながりが
弱い

4

4 5その他

3
自治会加入率の
推進

1
近くに病院が充実
している

3

3
高齢者が住みよい
環境

4

5



現状把握　グループ協議結果【Ｂグループ】

健康【強み】
№ 項目 数 付箋の記載事項

・白沢公園など（鬼怒川河原），自然環境に恵まれている。（ウォーキング・
ランニング）

・緑が豊かで，水・空気がおいしい。

・自然と住居地が適度に混じっている。

・米や野菜が豊富ですばらしい地域である。

・水資源に恵まれている。

・河内のプールの利用者が多い。

・スポーツの町の取り組みが生きている。

・自治会のハイキンクラブやゴルフクラブによる仲間づくりと健康維持。

・健康カレンダーがある。

・自分の健康は自分で守るという意識が向上している。

・健康講座がある。

・温水プールがある。

・温泉入浴ができる。

健康【弱み】
№ 項目 数 付箋の記載事項

1 塩分摂取量が多い 1 ・塩分摂取量が多い。

2
地産地消の展開
が弱い

1
・地産地消の展開が全県レベルでよく見えない。（かわちはどうなっている
のか）

3
公共の場所がわか
らない

1 ・公共施設の場所がわかりにくい。

4
スポーツ大会の参
加が少ない

1 ・ハートフル，体育祭への市民参加が年々低くなってきてないか。

5 その他 1 ・医療費の支出が生活上大変。

4
温泉・プールがあ

る
2

3
自分の健康は自
分で守る意識

4

自然環境に恵まれ
ている

2
体育施設に恵まれ
ている

2

1 5

6



現状把握　グループ協議結果〔Ｂグループ〕

安全・安心【強み】　
№ 項目 数 付箋の記載事項

1 自然災害が少ない 1 ・自然災害が少ない。

2
スーパー等の店が
多く便利

1 ・スーパー等総合店が多く便利。

3
学校地域協議会
の充実

1
・小学校地域協議会の安全ボランティアによる児童の見守り活動や環境
点検運動。

4
事件が少なく暮ら
しやすい街

1 ・事件が少なく暮らしやすい街。

5
住民による見守り，
声かけ

1 ・農村地帯には，今でも見守り，声かけが続いている。

・自治センターと生涯学習センターが一体化して生活利便向上。

・市民総ぐるみ環境点検活動への参加。

・交通安全運動期間中の啓発活動が実施されている。

・田原街道バイパスの歩道が安心。

・消防団がある。

安全・安心【弱み】
№ 項目 数 付箋の記載事項

・朝夕，奈坪・図書館前から宮環に出る道路に渋滞緩和策がない。

・河内地域の生活道路の安全を望む。

・田原街道の歩道の整備が少なく不安。

・自転車通学路（中・高校生）の車道区分が未完成。

・災害に対する住民の意識の欠如。

・自治会単位での防災訓練がない。

・３０～４０年前造成の団地が多く，高齢化になる不安，（若者は少ない）

・不安住宅・空き家（高齢者独居老人等）の除草が必要。

・スーパーのない買い物弱者地域がある。

・買い物や病院への足がない。

・防犯パトロールを実施すべし。

・ボランティア組織が少なくないか。

・地域住民が安心して暮らせる自治会活動の活性化が必要。

・公共交通が充実していない。

・マイカー・クルマ社会になっている。

・田園地帯道路側溝の除草がなく，１ｍ以上伸びてもそのままで見通しが
悪い。（交通事故危険）

その他 6

3
高齢化が進んでい
る

4

4

1
生活道路の未整
備

4

2
災害に対する意識
がうすい

2

56 その他

7



現状把握　グループ協議結果〔Ｃグループ〕

福祉【強み】　
№ 項目 数 付箋の記載事項

・福祉センターの利用が可。地域の住民には有利。

・デイサービス４施設，保育園や福祉センターのデイサービスが利用でき
る。

・一人暮らし（高齢者）へのふれあい訪問。

・福祉の心を育てる人。（ボランティアを広げる）

・各地区老人クラブに加入し，高齢者の生きがいづくりや友達作りをする。

・河内地域は，住民の親切心に支えられている素晴しい地域である。

福祉【弱み】
№ 項目 数 付箋の記載事項

・高齢者施設が不足している。

・ボランティアの育成。（数が少ない）

・福祉関連に従事する人員の確保。

2
一人暮らし世帯の
増加

1 ・一人暮らしの世帯や空家が多い。

現状把握　グループ協議結果【Ｃグループ】

健康【強み】
№ 項目 数 付箋の記載事項

・総合運動公園があるので，利用しやすい。

・運動公園施設が充実していて，利用可能である。（白沢，金井台，古田，
上田原，下田原，総合運動）

・プールがあり,健康づくりに役立てる。

・バランスのとれた食事で免疫力を高める。

・近くに農産物販売所があり，新鮮なものがある。

・自然が豊か。

・農村地帯であり，安価で新鮮な食材が入手できる。

・病院が数多くある。

・スポーツや食生活の改善による，生活習慣病の改善。

・お話をする・笑うことは，心肺機能を強化。

4

3 その他 2

1 福祉施設の充実 2

2

1 運動公園の充実 3

農産物が新鮮

2 住民が親切

1
福祉関連の
人員不足

3

4

8



健康【弱み】
№ 項目 数 付箋の記載事項

・下水道の整備が遅い。

・下水道の未利用があり，用水路に水が少ない時期には近所迷惑であ
る。

・高齢者検診の会場までの足（車）の問題。

・庭先でのゴミ（ビニールや包装紙）焼却。

・定期健診の利用が少ない。

・地域住民の健康意識が薄い。

現状把握　グループ協議結果〔Ｃグループ〕

安全・安心【強み】　
№ 項目 数 付箋の記載事項

・学校単位による交通事故の現況説明や走行指導等を増加する。

・高齢者に対して，警察での交通事故防止の出前講座の実施。

・歩行者優先の走行の厳守。

・夜間の夜回り（ボランティア）による不審者（車），外灯の不備の通報。

・学童下校時に合わせてのワンワンパトロール。

・外出時には両隣に挨拶，防犯の励行。

・自然災害が比較的少ない地域である。

・常に河川の現状を把握する。

・防災に対する意識が進んでいる。

・学校の耐震が進んでいる。

安全・安心【弱み】
№ 項目 数 付箋の記載事項

・自転車・歩行者の交通区分帯違反。

・車の交通規則の違反。（スピード，一時停止）

・スマホを見ながらの自転車の通行。

・岡本，田原，白沢の東西への交通手段が無い。

・道路が狭い。

2 消防団員の不足 1 ・地域ボランティアの低下による消防団員不足。（不安）

・夜に暗いところが多い。

・防災訓練に参加し，現状を知る。
3 その他 2

3 自然災害が少ない 2

1
住民の交通モラル
低下

5

4 その他 2

2 防犯意識の向上

1 交通モラルの啓発 3

2
地域住民の健康
意識

4

1
下水道の普及率
が悪い

2

9


